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鉄系高温超伝導体の母物質 BaFe2As2のFeサイトを Ni，Cu置換により電子ドープした

Ba(Fel-x TMx}2As2 (TM = Ni， CU， TM-BaI22)は、それぞれ X rv 0.1， rv 0.044で超伝導転移温

度丸 rv18 K， rv 2 Kを示す [1，2]。電子ドープ型である、 TM-BaI22，TM = Co， Ni， Cuにおい

て置換量zが同じ場合、 Ni，Cu置換によりドープされる電子量は、 Coに比べて、それぞれ2倍、

3倍になると予想される。角度分解光電子分光 (ARPES)を用いた先行研究では、 Co・Ba122につ

いてフェルミ面の 3次元形状が調べられ [3，4]、化学ポテンシャルの変化がリジッドバンド的であ

ることが報告されている [3]。一方、 DensityFunctional Theory (DFT)による計算では、 Feサイ

トを不純物 (Co，Ni， Cu)で置換すると、増加した電子が不純物サイトに局在することが指摘され

ている [5]。このように Co，Ni， Cuなどの不純物置換が電子ドープ量及び電子構造に及ぼす影響

はまだ明らかではない。そこで我々は、電子ドープ型鉄系超伝導体Ba(Fel-xTMx}2As2 (TM = 
Ni， Cu)のARPESを行い、フェルミ面の 3次元形状の組成変化を調べた。図 1に、励起光エネル

ギー依存性から得られた Cu-Ba122のん-kll(kll・X方向)における電子フェルミ面の形状変化を示

す。 X点の周りに大きな電子面が観測されたが、組成を変化させてもフェルミ面の体積がほとん

ど変化していないことがわかった。本研究では、 Ni，Cu-Ba122のARPES結果を示し、フェルミ

面のネスティング、及びCo-，Ni-，Cu-BaI22のキャリア数について議論する。
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図 1:Ba(Fel-xCux)2As2における、

(a) x = 0.06， (b) x = 0.08でのフェ

ルミ面の三次元性。
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